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424　学級内にお ける対人的知覚の 研 究 （釈 ）

　　　　　　　　　　　　　大 橋 正 夫（福井大学）

　こ れ まで p → q の 態度 R1，　 P → o の それ Rz，　 q → o

の その P に よ る知覚 Rs の 関係 を分析 し て ぎた が ， 結果

は ，Heider の 均衡 理 論 と一貫 した くい 違 い を示 して き

た 。
こ こ で は，前報 に 続 い て 資料収集法の 影響を み る 。

Ss に 対 し〔1階 定 の q の 他 の 全級友 に 対す る 態度 ， 鬧特

定の o に 対す る全級友の 態度を 知 覚せ し め た 。 その 結果

両 場 合 と も，R
， の 平均評定値 は R

／ の 符号い か ん に か か

わ らず R2 が 正 の と きは 常 に 有意な正 ， 負の と きは 負で

あつ た 。 また q → o の 実際 の 態度の 効果を一
定 に し た と

きの R2 と R3 の 偏相関係数 は 常に 有意 な正 で あっ た 。
、

こ れ は従来 の 結果 と本質的 に
一

致す る 。 た だ し方法 の 差

に ょ る影響も若干 み られ た 。 すなわ ち 平均値の 絶対値 ・

相関係数 と も｛2｝に おい て よ り大 で あっ た 。

425　学級成員相互関係の改善性の予見に つ い
．
て

　　　　　　　　　　　　長 田 雅 喜（名古屋大学）

　学級 に お け る対人関係 の 改善 と い う観点か ら ， 他者あ

る い は 自己 の 現在以上 の プ ラ ス ない し マ イ ナ ス の 働きか

け が な され た ら と い う想定の も と に ，自己 の 他者に 対 し

て もっ 好意度 と他著め自己 に 対 し て もっ と知覚された 好

意度 との 力動的関係を凶 一ソ ナ リ テ ィ の 罰性 に 関す る側

面か ら追究 して きた 。 そ し て そ の 結果 に 基づ い て ，学級

内の あ らゆ る同性 の 二 者関係 の 改善性 を 予見 し よ うと す

る 表の 作成を 試み て み た。今回 は こ の 予見表の 実効性に

っ い て ，相 互 に 「同質．」な ペ ア を もっ て 検討 し た が，こ

の よ 」に して と ら えられ た 対人感情 とその 知覚 と の 力動
’

酌関係 が 関係改善へ の 潜在的積極度 と して 有効な指標 と

み な され うる 方向 に あ る こ と が 確認 された 。

426 学級の 集団 status 　factor　analysis

　　　　＿ Cluster　Method との 比較研究

　　　　　 ○古 籏 安 好　菊 池 章 夫（福島大学）

　 Ss は 和 歌山 ・秋 田 ・福 島の 各県の 市町村中学 1 ，3

年 男女 811名 ， guess　 who 　test に よ る 20 の 特性の 相関

表に っ い て 因子分析 。
Cluster　Method

』
の 結 果 と，主 な

点で 明らか に 類同。
A 因子 Leadership，　 B 因子

．Popu・

1arity，　 C 因子 Friendship　と名づ けられ る 。 こ れらの

典型 的に よい Gestalt は，1113 男に 明確で あ る 。 他は 変

形ま た は 発達的歪み とみ る。 性差 に っ い て は ， 男子で は

人気 が明朗 と と もに B 閃子 だが ・ 女 子 で は A の 因 子 負荷

量大 。学年差 もみ られ る。その 主要な 点は 不明 。 協力は

中 工 で は A と C に また が る が ， 中 3 で は C 因子 に か た ま

る 。 独立は llr3 で A に 定着す る。信用 は 中 3 男 で 定ま り

A
。 1 ，3年 C 因子 。 責任 は 1女 C ，1 ， 3 男 で は A 因

子 の 負荷量大。

42了　児童集団内にお ける個人 聞の

　　　　　　　　　親和反発 の 偏倚傾向

　　　　
一

社会的知覚を 歪 め る 自我的欲求の 要因

　　　　　　　　　　　田中熊次郎（東京学芸大学）

　 ソ シ ナ メ ト リ ッ ク テ ス トに よ り， 集団成員問 の 親和反

発 の 反応 を み る と き， 各次元 の 分析 に お い て ， こ れら の

反応が一
部 の 成員に 集中する，と い 5偏倚傾向が 示 され

る 。
こ の こ とは ，児童期 の 集団に おい て と くに 著 し い ．

こ の よ うな偏倚 の 生起す る 原因の ひ とっ と し て は ， 社会

的知覚が ，自我的欲求に よ っ て 歪 め られ る こ とが 考 え ら

れ る 。 予 備実験 で は ， 代表的 な児童間 の 状況 を え が い た

マ ン ガ を与え ， 本実験 で は ， 報覚者の 演技 と訂正 者 の 演

技 を，児 童 に は 意識 され な い よ うに ， 問 題検閲者 に 行 な

わ せ ， 褒情知覚に お け る歪曲を し らべ た。そ の 結果 ，
い

ずれの 場合 に おい て も， 満 足 を与 え る胡 手 の 表情は快，

不満を 与え る 相手 の 表情は 不 快に 認知 さ れ る こ とが わ か

つ た 。

428　場面 ・集団活動 に関する
一

考察

　　　　一 物媒介の 対人関係活動の

　　　　　　　　 もた らす場面転換に つ い て

　　　　　　　　○野 口 は つ 江 （青山学院大学）

　　　　　　　　　黒 江 静 子 （お 茶の 水女子 大学 ）

　 集団が 「物」 を 媒介 と し な が ら，ど の よ うに 場面 を 変

容 させ るか を 明らか に
』
して ，集団 と 「物」 を 場 面の 間の

相互作用 を とらえ た。方法 は，活動空間の 広 い もの ・狭

い もの ，場 面活動 の 媒介物 と し て 玩具を 用 意 した もの
・

ね こ （生 物）を 用 意 し た もの と の 組合 わ せ の 場面 で の 幼

児 3 人集団の 行動 を観察 し ， 次の 3っ の 基準に 従つ て 分

析 し た。1 。場面 転換 の 条件 と して の 場 面 の 性質 ， 集 団

と 「物」 の 関係 ， 集 団 内関係，場 面
一 「物」

一一
集団の 3

者間 の 優位性，2 ．場 画転換をもた らす契機 と そ の 要 因

3 ．場 画転換を もた らす契機 へ の 集団の 働ぎカ・け ， お よ

び 場 面転換 の 仕方。そ の 結果 ， 「物」 の 機能の 仕方に よ

り て 場面転換 の 性質に 差異が み と め られた 。

429　同調 行動に対す る判断材料の

　　　　　提示と情報伝達の 順序効果に つ いて

　　　　　　　　　　　○脇　　勝 嘉 （鹿児島大学）

　実験手 続き ： S一服従的性格 の 中学生 100人。 実験協

力 者
一

支配的 な もの 34入 （DC ），服従 的 な もの 170人
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（SC ）。 実験 材料一 12個 の 黒点を 短時闘 15 國提 示 し

て ， こ の 数 を判断 させ る。結果 ： 〔11黒点を 先 に提 示 し，

そ の 後級友 の 判断 （E が 作為 し た もの ）を 伝達す る実験

5A と その 逆 の 実験 5 ］B とで は ，と もに 同 調 者 数が 非同

調者 よ り有意 に 多い が，5A で は SC へ の 同調 者が DC
へ の それ よ り有意に 多い 。 しか し 5B で は DC へ の 同調

者が有意に 増加 し て 両者 の 閉に 有意差 は な い 。囲 5B で

は女子の 非同調者が 有意 に 少 な くな る。［3）　S は ， 大小 2

種 の 判断の 伝達 の 先後 にか か わ らず ， 材料提示が先 の 場

合も，他人判断 の 伝達が 先 の 場 合 も ， と もに よ り小 さ い

方 の 判断 に 同調す る傾向が あ る。

430　ソシオ メ トリ ッ ク ・テ ス トの

　　　　　制限数に 関する一検討

　　　　　　　　　　　上 田 敏 見（奈良学芸大学）

　 ク ラ ス 編成後約10か 月 を経 た 小 学 校 5 年生 3 ク ラ ス ，

3年生 3 ク ラ ス に ，本年 2 月上 旬一下 旬，制阪 数 を 無制

［垠 ・5 入 ・4 人 ・3 人
・・2 人

・1 人 と した ソ シ オ メ ト リ

ッ ク ・テ ス トを実施 し ， これ ら SSS 相互 間，な らび に

ク ラ ス 全成員に よ る 5 点尺度 の 評 定得点 と こ の SSS そ

れぞれ との 相関を と らえ よ うと試み た。粗点を すべ て 標

準得点に変換 し相関 r を 算 11［し た 結果，一
般 に ，制限数

が減少す る と ， 評定お よ び無制限形式との 相関 は 低 くな

る傾向が 認 め ら れ た。評定得点 と各種制 限 数を 用 い て 得

た SSS と の 相関は ，こ の サ ソ プ ル に 関す るか ぎ り，一

貫 して 5年生 が 3年生 よ り低 く，5 年生 で は テ ク ニ
ッ ク

の 差 に よ り
一一

層鋭敏に 反 応 す る傾向が 示唆された 。

431　低単年児童の社会測定 的地位 と

　　　　　　　行動特徴との 関連性に つ い て

　　　　　　　上 田 敏 見（奈良 学芸大学）

　　　　　　○中 上　 猛（奈 良 県 中央児 童相談所）

　小学校 2 年生 2 ク ラ ス に ，1 か 月 間 隔で 4 回 ソ シ オ メ

ト リ ッ ク 。テ ス ト （3人制限）を無記名 で 実施 し ， 児童

の 学級集団に お け る 社会測定的地 位 （CRS ） の 上位群

（17名）， 下 位群 （15名 ） を作 り，そ の 両群に ，学力検

査 （国 ， 社，算，理 ），知能検査 （京 大 NX 式），　親子

関係診断 テ ス ト， P − F ス タ デ ィ を実施 し，両群間 の 比

較検討を試 み た。そ の 結 果，学力 ・知 能 ・親子 関 係 診 断

テ ス トに お け る 消極的拒否，厳格 ， 期待 ， 干渉 ， 不安 ，

溺愛 ， 矛盾 ， 不
一

致 に ，また ，P − Fx タ デ ィ に お い て

は ，外罰
一

障害優位型 （F ノ
），　外罰一自己 防衛型 （E ）

E 一
旦 ％ に お い て ， それぞれ有意の 差 （5 ％ 水準以下）

がみ とめ られた 。

432　家庭の社会的地位と児童φ交友関係

　　　　
一 日本 と タ イ の 小学校 に つ い て の 比較研究

三 宅 和 夫 〔北海道大学）

　学校 内の 児童聞の 結合関係に 家庭 の 階層 が い か に 反 映

して い るか ，そ れに は 発達 酌変化 ， 枇会丈化に よ る差異

が あ るか を検討する た め ， 日本 と タ イ の 都市小学校 の 学

級 に ソ シ オ メ ト リ ッ ク ・テ ス トを施行した 。 教師等 の 評

定で 階層 を上中下 に 分け ， 中 と 下に っ い て 比較 した と こ

ろ，被選 択数平均 は ，9 才，10 才で は 差 が な く，11才 で

は ， い ずれ の 場合も，中の 方が 有意差 を もっ て 大 で あ っ

た 。 層相互 の 選択関係で は ， 日本の 方 は ，9 ・10・11才

と も中が 中を 多 く選 ぶ 傾向が あ り，11才 で は 下が 下 を 選

ぶ こ とが少 ない 。
タ イ の 方 は」・9 ・10才 で は な ん ら階層

が影響 して い ない が ， 11才で 中が 中 を多く選 ぶ 傾向の み

が見 られ た。 （3 位 まで の 選 択 に っ い て ，実測 値 の 適合

性を検定 ）

討　論　の　概　要

　 質疑討論 の 経過

　 こ の 分科会で は ， 発表取消 しが 2 つ あ り工0の 発表が毎

なわれ た。40人余の 参加者が あっ た 。 質疑と討論 に 入 っ

て ，

　 古籏 （福島大）は 大 橋 （福井大）の 「学級内 に お け る

対人 知覚 （VG）」 に 対 して 「Heider の 仮説を か い つ ま

ん で い え ば ど うい うこ とに なるか 」 と質問 した 。 大橋 の

・
研究は ，

こ れ ま で 継続的 に 発表 された もの の
一

部をなす

もの で ，Heider の 理 論 の 検討を，小学校 6 年生 を使 い

あ る級友が他の 級友 に 対 し て もっ 態度を質問紙 に よ っ て

答 え させ た 資料の 分析研究を もと に 試み て い る。大橋 ぽ

P か ら Ωに対す る態度を R
、，P か ら q へ を R ，，　 q か ら Q

へ を R ， と あ らわ し た。こ の 3 つ の 態度に は 十 一の 2 っ

の カ テ ゴ リ
ー

が それぞれ に ある。こ の 態度の うち 2 個が

一
で ， 1 っ が ＋ の と ぎ安定 した関係 にあ る 。 多くの 材料

で 検討 し て み る と，た しか に Heiderの い う と お りで あ

る。た と えば R1 が ÷ ，　 R2 と R3 が
一

の と きは Heiderの

仮説の と．お りに な る 。 R1 が rR2 が ＋ の と きは R3が 一

に な る 傾 向が っ よ い は ず で あ る。し か し 自分の 結果で は

R
，が ＋ に な つ て Heider の 仮 説 と一致 し な い と 答え た。

古籏は か さね て ， 「態度 の 十
一

が は っ きりしない で 不安

定の 場合 もあ るは ず で あ るが ， それ は ど う考え た らよ い

か 」 と質問 した 。 大 橋は Heider の 理 論 で は ＋ 一
の 2 っ

の 方向しか 考 え て い ない が ， ゼ ロ の カ テ ゴ リーを考 え て

み た。現実1こは 2 っ の 方向だ け で な く ， もっ と 多くの 要

因に よ っ て 規定 され て い る と考 え られ る とい っ た 。
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't'

                             Annu. Rep, of  
'educ,

                    '
                                            '
    ality,  Children's teaeher-image,  Corporal  puni-

    shrnent  on  the  pupils given  by  the teachers

   
'who

 are  not  in-charge  of  the class,  Manipul-

    ating  pupils' evaluations  te their  teacliers,

    Problem  childreh;  School-mistresses, etc･

    As  for the  problem  of  the corporal  punishment

on  the  pupils, it was  stressed  that  we  shouid  rpake

a thorough  study  both of  the psychological process

leading to such  corporal  punishnient  and  of the

metits  and  demeritg ot  the data gathered  by meaps'

of  reeollection.  

'
                          t t               '
    Ih cennectien  with  the pupils' evaluations  of

their  teacher;  the need  of  keeping the  data 6n tea-

cher's  chtiracter  was  emphasiied.

    On  the  subject  of  
"problern'children'','

 we  de-

bti'te'd how  to diagnese problem  children.

  12, G;oup  dynamics and  classroom  groups
                                       '
  Chtiirman:  K. Yamane  and  K. Ando.

423.' Acceptance-rejection of  a sugge$tion.  Kohei

    Suzllkl, University of  Nagoya.

     A  studY  on  interpersonal perception in the
･424,

    classroom  (Y[D･ 

'
 

'
                       '

   Masae  Ohashi, Fukui  University,'
                                         '                                   '
425. 0n  the prediction  of  the possibility  of  im-
                  '

   . provement  of  t,he interrelatibnships among  class

    members.  Masayoshi Osada, University of  Na-
                              tt
    goya.                  '                              '
426. Faetor analysis  of  the 

"status"
 fn the  cl4$s-

 
'
 room.  Yasuyoshi Furuhata  and  Akio Kikuchl,

    Fukushima University. .                                  '
     BiaS-tendency arnong  members  in child  group427,

   -distortioh of  social  berception by ego-needs.

   Kumajiro  Tanaka,  Tokyo  Gakugei University.

428.

429.

430.

  A  study  on  the  greup-situation activrties-on

the change  of situation  cau$ed  by t'he person-                                        '                                 '                      '
object  interaction.

Hatsue  Noguchi,  Aoyama  Gakuin  University

and  Shizuko Kuroe,  Ochanomizu Women's  UniH

verslty,
                 '

  The  effect  of  the  method  of  presentation  of

the  materials  upon  the  conforming  behavior.

Katsuka  Waki, Kagoshima Uniilersity, 

'

  A  study  on  the  number  ef  sociometrie  choice,

Toshimi Ueda, Nara Gakugei Unitiersity.-140-

Psychol" VOL,  ff

       E
 43i. On  the ielationships  between the  sociometric

    sttitus  and  !he behayior pattern  among  2nd

    graders,  Takeshi Nakagami, Nara Child Gui-

    dange Clin'ic and  Toshimi Ueda, Nara Gakugei

    University. 
'
 

'
                                       '

 432.' Socio-econemic stratum  and  friendship rela-

    tion  among  Japanese and  Thai  school  children

    
-A

 cross-cultural  stu'dy.  Kazuo  Miyake,  Hok-

    kq.ido UniversityL ･

                  Dlscussion            '

    Ten  individual pape!s about  various  approaches

 to this therne were  read.
    '
    Many  of  them  (ior exarnple:  K. Suzuki, M.
                            '
 Ohashi, H. Neguchi, K. Waki)  are  experimental                                        '                                     '
 social  p,sychologieal studies.

    K. 
''Miyake

 reported  a cross-culttiral  study  of

 Japan and  Siam  on  the  human  relations  ef  school

 children.
       '
    Intensive discussion by approximately  50 par-

 ticipants  proceededi  Cent.ra! topics  of the discussion

 were  the  technical  problerns  concerning  the  reliab-
                                       '
 ility and  va]idity  of  sociometr{c  test in measuring

 the  interpersenal relations  in classroom,  (T. Ueda

 and  T. Nakagami's papers),  Spme  participants  ex-

 pressed the negative  view  with  regard  to its reliabi-

 lity, bue the  positive view  was  also  stated  by an-
        tl
 other  insisting the  peculiarity of  the sociometric

 test as  conipared  to ability  tests.
                                          '

    Since the  sociometric  method  is a  static  study
                                        '
 of  the htiman relations,  the importance of the dy-･                      '
namic  approaches  to the  interpersonal relations  in

time  sequerrc6  was  stressed.                                       '                     '
   

'
 In this regtird,  M, Osada's paper,  the experi-

meptal  approaFh  to the lmprovability of  human  re-

lations through  aynamic  interaction between,inte)-

personal perception an4  feeling was  of  interest.

Y. Furuhata's factor 
'anhlytical

 study  of  variables

related  to the 
"status"

 in clhssr6om  of  junior high

 school,  and  K. Tanaka's  experimental'verltication

of  ego-need  factors which  infldence inter-member
                     '
 social perception by  rneans  of  c'artoon  also  attracted
                              '
attention.                           '

      13. Enyironmental influences

             upgn  achievembnt

                     e'

        /l
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